
復習問題１ 

問１． 次の一連の分子のうちすべての極性分子を選び、永久双極子の向きを図示せよ。 

 H2, O2, N2, O3, HCl, CH4, CO2, H2O, NH3, Cl2, CHCl3, CCl4, アセトン, o-ジクロロベンゼン, m-ジクロロベン

ゼン, p-ジクロロベンゼン 

問２． 図に示した情報（電荷および座標の単位はそれぞれ e, pm）を使って、アミド基およびホルムアルデヒドの永久

双極子モーメントの向きと大きさを示せ（教科書の例題・自習問題とは座標をかえてあるの注意）。 

  アミド基 ホルムアルデヒド 

    

問３． ある分子に E = 2.0×105 Vm–1 の電場を加えた時に誘起される誘起双極子モーメントが μ* = 9.8×10–6 D 

であった。この分子の分極率および分極率体積はいくらかを計算せよ。 

問４． ① 二つのリチウムイオン Li+が真空中で 100 nm 離れておかれているとき、この二つのリチウムイオン間に働

く相互作用のポテンシャルエネルギーはいくらか計算せよ。 

 ② マグネシウムイオン Mg2+ と塩素イオン Cl– が比誘電率 3.5 の媒質中で 200 nm 離れておかれていると

き、これらのイオン間に働く相互作用のポテンシャルエネルギーはいくらか計算せよ。 

問５． 真空中で、マグネシウムイオン Mg2+ から 10 nm におかれた H2O 分子（μ = 1.85 D）の方向を反転させるのに

必要なモルエネルギーを計算せよ。（ヒント：H2O 分子の双極子モーメントが Mg2+ の方向を向いているときと逆

を向いているときのポテンシャルエネルギーの差を求めればよい） 

問６． 二つの H2O 分子（μ = 1.85 D）が真空中で図に示した①～③の配置で固定されているとき、それぞれの場合の

H2O 分子間に働く相互作用（モルポテンシャルエネルギー）を計算せよ。 

  ① ② ③ 

               

問７． 問６ ① で、二つの H2O 分子が 300 K で回転していると考えた場合、二つの H2O 分子間に働く相互作用（モ

ルポテンシャルエネルギー）をそれぞれ計算せよ。 

問８． 真空中で 2 nm 離れた二つのアルゴン Ar 原子間に働くロンドン相互作用を計算せよ。必要なデータは教科書

に記載されている。 

問９． レナードージョーンズポテンシャルエネルギーの式 V = 4ϵ ൜ቀబ ቁଵଶ − ቀబ ቁൠ において、ポテンシャルエネル

ギー V が最も小さくなる距離 𝑟 を求めよ。 



輩2 図に示犠た情報(電荷および座標の単位′まそれぞれ e,p印 )を獲つて、アミド基およびネルムアルデヒドの永久

双極子モーメント分向きと大きさを示せ(教科書の例題"轟 習問題と|ま座標をかえであ為の注意)年

復奮間進1 解書f:

問1 次の一連母分子嚇うちすべての極性分子を選び、永久双種子の向きを圏示せよむ
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問3 ある分子に E=20X105 vmJの 電場を加えた時に誘起される誘起双極子モーメントが 押
鸞=98不 104D

であつた。この分子の分極率および分極率体積はいくらかを計算せよ。
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間6 二つの餞20分子(脚
議185秒 )が真空中で図に示した①～③の配置で回

H20分子間に働く本目互作用(モルポテンシャルエネルギー)を計算せよ。
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購8 真空中で ,n融 離れた二つのアルゴン A「 原子間にllllく 毒ンドン権互作用を計算せよ。必要なデータは教科書

に記載されてしヽる。
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Fn19 レナードージョーンズボテンシャルエネルギーの式

ギー Vが最も小さくなる距離 rを求めよ。
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